
（1） （10・25日発行毎月 2回発行　昭和 53年 6月 25日　第三種郵便物認可） 「あいちの仲間」は県本部HPでも閲覧可能です2020 年 10 月 10 日　第 1232 号

2020.10.10
No.1232

発行責任者　林　達也　定価１０円
組合員の購読料は組合費の中に含まれています

秋の取り組みすすむ !秋の取り組みすすむ !

　
10
月
２
日
、
碧
南
市
職
は

組
合
事
務
所
で
、
本
庁
に
勤

め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に

向
け
た
職
員
駐
車
場
意
見
交

換
会
・
自
治
労
連
共
済
説
明

会
を
開
催
。
会
計
年
度
任
用

職
員
６
人
と
役
員
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
会
計
年
度
任

用
職
員
は
駐
車
料
金
の
負
担

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

当
局
か
ら
有
料
と
な
る
改
定

案
が
８
月
に
提
示
さ
れ
ま
し

た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
か

ら
は
、「
正
規
並
み
に
取
ら

れ
る
の
は
納
得
で
き
な
い
」、

「
正
規
並
み
に
と
る
な
ら
ば

処
遇
改
善
を
」
な
ど
続
々
と

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
労
連
共
済
説
明
会
で

は
、
自
宅
の
民
間
火
災
保
険

を
自
治
労
連
火
災
共
済
に
替

え
た
ら
、
同
等
の
補
償
を
維

持
し
た
ま
ま
、
年
間
８
万
円

保
険
料
が
安
く
な
っ
た
と
い

う
共
済
加
入
者
の
実
例
を
示

す
と
、
参
加
者
か
ら
は
「
う

ち
の
火
災
保
険
よ
り
断
然
安

い
」
と
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

　
畠
山
執
行
委
員
長
は
、「
自

治
労
連
共
済
の
内
容
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
は
、
組
合
員

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

第
一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
情
報
を
組
合
員
全
員

と
共
有
し
、こ
れ
か
ら
も『
組

合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
』
と

思
わ
れ
る
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

今
回
、
土
木
課
と
下
水

道
課
の
職
員
で
組
織
さ
れ

る
、「
土
木
下
水
分
会
」
の

職
場
討
議
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。
討
議
で
は
、
昨
年
に
出

さ
れ
た
要
求
が
改
善
さ
れ
て

い
る
か
、
現
在
、
疑
問
や
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
な

ど
役
員
が
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
し
ま
す
。

　
参
加
し
た
組
合
員
か
ら

は
、「
市
民
や
業
者
な
ど
不

特
定
多
数
か
ら
か
か
っ
て
く

る
の
に
、
電
話
番
号
が
表
示

さ
れ
る
電
話
機
が
１
台
し
か

な
い
」、「
作
業
着
の
予
備
が

な
い
。
夏
・
冬
２
着
ず
つ
支

給
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
職

場
環
境
の
改
善
要
求
か
ら
、

「
技
術
の
継
承
が
で
き
な
い

の
で
正
規
職
員
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」、「
う
ち
の
職
場
の

会
計
年
度
任
用
職
員
は
重
要

な
パ
ー
ト
を
担
っ
て
お
り
、

非
常
に
優
秀
だ
が
、
家
庭
の

事
情
な
ど
で
辞
め
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
、
正
規
に
置

き
換
え
な
く
て
よ
い
の
か
」

な
ど
人
員
に
つ
い
て
も
率
直

な
要
求
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
大
幅
に
設
問
が
拡
充
さ

れ
た
〝
５
S
活
動
〟
に
つ

い
て
も
議
論
に
な
り
ま
し

た
。
長
久
手
市
で
は
、
職
場

環
境
の
改
善
、
人
材
育
成
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
全
施
設

で
５
S
活
動（
整
理・整
頓・

清
掃
・
清
潔
・
躾
）
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
主
に
製
造

業
の
生
産
現
場
に
お
け
る
、

工
場
改
善
の
基
本
と
な
る
考

え
方
で
す
が
、「
指
摘
が
行

き
過
ぎ
て
い
る
。
や
ら
さ
れ

感
し
か
な
い
」
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
分
会
で
は
、「
製 長久手市職労では、秋の長久手市職労では、秋の

取り組みで職場要求ア取り組みで職場要求ア

ンケートと職場オルグをンケートと職場オルグを

行っています。20ある行っています。20ある

分会を役員と執行委員で分会を役員と執行委員で

回り、組合員の声を直接回り、組合員の声を直接

聞き取りしています。聞き取りしています。

組合員の声を
のがさず、共有！！

碧 南

市 職

長
久

職
市

労
手

造
業
な
ど
は
部
署
ご
と
に
細

分
化
さ
れ
て
い
る
が
、
市
役

所
の
仕
事
は
職
員
が
総
合
的

に
対
応
し
て
い
る
。
市
役
所

の
仕
事
の
や
り
方
と
は
全
く

相
容
れ
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
長
久
手
市
職
労
で

は
、
10
月
中
に
要
求
書
を
提

出
、
ま
た
全
体
学
習
会
も
11

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

「組合に入って良かった」
と思われる取り組みを…

犬 山
職市 労

秋の学習交流集会
日時：10 月 25 日（日）10 時開会
場所：労働会館（名古屋市・金山）
　    ZOOM 配信あり！先着 100 名
 ★お問い合わせは愛知県本部まで

福祉削るな！福祉を金儲けにするな！
愛知県民集会主催

ニュース発行を見える化！

笑顔飛び出す懇談会笑顔飛び出す懇談会

　
犬
山
市
職
労
は
、
書
面
決

議
を
活
用
し
、
９
月
16
日
に

定
期
大
会
を
開
催
、
新
年
度

の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。                          

　
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
り
に
く

い
状
況
か
ら
、
毎
週
火
曜
日

昼
休
み
に
、
１
回
に
つ
き
２

つ
の
分
会
の
中
央
委
員
を
対

象
に
少
人
数
の
懇
談
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
３
か
月
く

ら
い
で
１
回
り
す
る
の
で
、

継
続
的
に
四
半
期
ご
と
に
各

職
場
の
様
子
を
耳
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
執
行
部
は

意
欲
的
で
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
に
不
定
期
だ
っ
た
ニ
ュ

ー
ス
を
、
月
２
回
程
度
発
行

し
教
宣
活
動
の
強
化
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
組
合
事
務
所
内
の
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
今
後
の
発
行
予

定
を
「
見
え
る
化
」
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
知
恵
と
工
夫
で

組
合
の
組
織
強
化
に
足
を
踏

み
出
し
て
い
ま
す
。（
教
宣

部
取
材
）



（2）自治体　あいちの仲間 （10・25日発行毎月 2回発行　昭和 53年 6月 25日　第三種郵便物認可）2020 年 10 月 10 日　第 1232 号

 みんなの安心
　　　自治労連共済　　　自治労連共済

仲
間
の
声

仲
間
の
声

第 24 回小牧県民平和集会第 24 回小牧県民平和集会

軍事費削って、軍事費削って、

　
10
月
１
日
、
最
低
賃
金
の

改
定
や
大
幅
引
き
上
げ
、
全

国
一
律
最
賃
制
度
実
現
を
訴

え
る
宣
伝
が
、
全
国
で
一
斉

に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
知
県
で
は
、
名
古
屋
駅

ナ
ナ
ち
ゃ
ん
人
形
前
で
、
街

頭
宣
伝
を
実
施
。
愛
知
の
最

低
賃
金
が
１
円
ア
ッ
プ
の

９
２
７
円
と
な
っ
た
こ
と
を

市
民
に
周
知
す
る
と
と
も

に
、「
た
っ
た
１
円
な
ん

て
ふ
ざ
け
る
な
」「
た
だ

ち
に
１
５
０
０
円
に
上
げ

ろ
！
」
と
若
者
２
人
が

コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
訴
え

ま
し
た
。宣
伝
で
は
、シ
ー

ル
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。

最
賃
は
何
円
が
良
い
か
と

い
う
設
問
に
、
31
人
中
22

人
が
１
５
０
０
円
以
上
に

シ
ー
ル
を
貼
り
ま
し
た
。　

〝〝  
賃
上
げ
１
円
な
ん
て
、
ふ
ざ
け
る
な
！

賃
上
げ
１
円
な
ん
て
、
ふ
ざ
け
る
な
！  

〟〟

最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン

通行人にアンケートを呼びかける参加者

　
自
治
労
連
第
42
回
定
期
大

会
が
10
月
３
日
、
ウ
ェ
ブ
で

開
催
さ
れ
、
運
動
方
針
案
等

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
桜
井
委
員
長
は
、

「
菅
首
相
の
め
ざ
す
社
会
の

あ
り
方
と
し
て
、『
ま
ず
自

助
だ
』
と
公
言
し
た
。
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
で
こ
れ
ま
で
の

社
会
保
障
削
減
の
弊
害
が
明

ら
か
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
自
己
責
任
論
を
強
め
、

小
さ
な
政
府
を
さ
ら
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
公

務
公
共
の
拡
充
こ
そ
が
こ
れ

か
ら
の
社
会
に
は
不
可
欠

だ
。
す
べ
て
の
人
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
り
切
る
社
会

を
め
ざ
そ
う
」
と
力
強
く
あ

い
さ
つ
。

　
ま
た
、
全
体
討
論
で
は
、

愛
知
の
代
議
員
か
ら
２
人
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
塩
川
代
議
員
（
名
古
屋
市

職
労 

）
か
ら
は
、「
市
長
が

進
め
る
人
員
削
減
で
職
場
運

営
に
困
難
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
市
議
会
は
来
年
４
月

に
二
つ
の
市
立
病
院
を
市
立

大
学
の
付
属
病
院
と
す
る
こ

と
を
強
行
。
市
長
、
市
議
会

の
動
向
を
見
れ
ば
、
私
た
ち

の
労
働
条
件
、
市
民
の
た
め

の
市
政
を
築
き
上
げ
る
た
め

に
は
政
治
問
題
は
切
っ
て
も

切
り
離
せ
な
い
。
来
年
４
月

の
市
長
選
挙
は
市
政
転
換
の

絶
好
の
機
会
。
組
合
員
の
要

求
実
現
の
た
め
、
政
治
を
私

た
ち
の
手
に
取
り
戻
す
取
り

組
み
も
進
め
て
い
く
」、
橋

口
代
議
員
（
県
本
部
）
か
ら

住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

は
軍
事
費
増
額
の
概
算
要
求

を
し
て
い
る
場
合
で
は
な

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
市
民
団
体
の
代
表
な
ど
か

も
怒
り
の
表
明
が
続
々
と
さ

れ
、
集
会
の
最
後
は
、
Ｆ
35

戦
闘
機
整
備
拠
点
化
と
米
軍

の
県
営
空
港
利
用
な
ど
に
反

対
し
、
平
和
な
社
会
を
め
ざ

し
て
奮
闘
す
る
こ
と
を
参
加

者
で
確
認
し
、
小
牧
駅
ま
で

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
港
職
労
の
脇
坂

さ
ん
は
「
私
の
職
場
で
あ
る

名
古
屋
港
の
軍
事
利
用
を
許

さ
な
い
思
い
も
あ
り
参
加
し

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。　
　

第
24
回
小
牧
平
和
県
民

集
会
が
、
小
牧
市
・
市
之
久

田
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　
　
　
　

　
望
月
実
行
委
員
長
（
春
日

井
市
職
労
副
委
員
長
）は「
小

牧
基
地
は
、
Ｆ
35
戦
闘
機
の

整
備
拠
点
へ
の
運
用
を
強
行

し
、
ま
た
空
中
給
油
機
も
４

機
あ
る
。
す
ぐ
に
で
も
海
外

へ
飛
び
出
し
て
い
く
か
の
よ

う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
の
暮

ら
し
が
大
変
な
と
き
に
、
国

★
コ
ロ
ナ
の
給
付
金
で
ル
ン

バ
を
買
い
ま
し
た
。
今
ま
で

は
３
日
に
１
回
掃
除
機
を
か

け
て
い
ま
し
た
が
、
毎
晩
寝

る
前
に
ル
ン
バ
を
ス
タ
ー
ト

す
れ
ば
翌
朝
に
は
掃
除
が
終

わ
っ
て
お
り
、
家
事
の
時
短

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
職
場

の
掃
除
も
委
託
業
者
に
お
願

い
せ
ず
、
ル
ン
バ
な
ど
で
夜

中
に
掃
除
す
る
よ
う
に
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
太
田
正
義
・
西
尾
市
職
労
）

★
新
し
く
で
き
た
ヒ
サ
ヤ
オ

オ
ド
オ
リ
パ
ー
ク
で
、
卓
球

で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
屋
外

な
の
で
マ
ス
ク
無
し
で
よ

く
、
久
々
に
開
放
感
を
感
じ

ま
し
た
。（
村
田 

由
美
子
・

港
職
労
）
★
秋
の
総
対
話
が

実
施
さ
れ
、
組
合
員
で
話
し

合
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

残
業
が
場
所
に
よ
っ
て
か
な

り
差
が
あ
る
こ
と
等
が
分
か

り
ま
し
た
。（
滝
川
千
晶
・

豊
橋
市
職
労
）
★
も
う
す
ぐ

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
例
年
と
違
っ
た

形
で
す
が
、
当
日
子
供
た
ち

の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る

の
が
楽
し
み
で
す
。（
宇
佐

美
藍
・
名
古
屋
市
職
労
）

塩川代議員
（名古屋市職労）

は
、「
政
府
は
A
I
の
活
用

な
ど
に
よ
り
公
務
員
の
数
を

半
減
す
る
方
針
で
、
窓
口
業

務
の
無
人
化
・
廃
止
を
め
ざ

し
て
い
る
。
窓
口
が
な
く
な

れ
ば
、
住
民
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま

う
。
仕
事
の
改
善
・
見
直
し

は
民
主
的
自
治
体
労
働
者
論

の
立
場
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
自
分
た
ち
の
労
働

条
件
の
向
上
を
合
わ
せ
て
考

え
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
住
民
に
と
っ
て
い
い

仕
事
を
進
め
る
た
め
に
、
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め

て
い
こ
う
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

愛知の会場には、代議員 31 人、傍聴者 10 人、本部役員など 44 人が参加

名古屋市職労組合員も名古屋市職労組合員も
参加する和太鼓で開会参加する和太鼓で開会

市民団体・労働組合から 350 人参加

守
り
切
る
社
会
の
実
現
へ
！

守
り
切
る
社
会
の
実
現
へ
！

コロナ対策にまわせ！コロナ対策にまわせ！

自治労連自治労連
第 42 回第 42 回
定期大会定期大会

●
西
尾
市
職 （
10
月
1
日
）

　
委  

員  

長
　
松
崎
　
真
幸

　
副
委
員
長
　
柵
木
　
史
紀
　

　
副
委
員
長
　
村
田
　
裕
昭

　
書  

記  

長
　
犬
塚
　
隆
之

　
書
記
次
長
　
駒
宮
　
茂


